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 調査の概要

糸魚川大火における避難行動調査(速報) ①

• 調査主体は東京大学廣井研究室、日本火災学会/地震火災専門委
員会、日本ミクニア。なお調査票作成には東京大学関谷直也准
教授にも協力いただいた。

• 調査時期は2017年3月から4月。現在も少しずつ郵送調査票を返
信いただいているので、速報扱い。

• 調査対象は避難勧告対象の全世帯(363世帯)に対面調査＋不在宅
にポスティングを行った。ただし仮住まい居住者は個人情報の
関係で郵送調査。現在、139サンプル回収。原則世帯調査で、世
帯内で違う避難行動をした人がいたら追加で尋ねている(が、そ
の数はそんなに多くはないです)。

• 内訳は本町26件、大町1丁目19件、大町2丁目35件(以上対面調査)、
郵送59件。郵送は、現段階では焼失地域とポスティングが混
ざっています。

• その他については、現在集計中。
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糸魚川大火における避難行動調査(速報) ②
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• 火災をはじめて知ったきっか
けは、防災行政無線、口づて、
煙を見た、携帯電話の順番で
多い。全体のうち約半分が自
分で気づいている。

• 火災を知ったとき、火災の規
模は火元から煙が出ていたと
回答した人が約半分。防災行
政無線(戸別受信機＋放送)のお
かげで、火災の周知は比較的
早期に行えたようである。

• 火災を知った直後の行動は、
火の様子を見ていたが約5割で
多い。火災現場へ向かったは
約15%、何もしなかったが約
12%、避難所・避難場所への
移動は約5%、消火・延焼防止
活動は約3%。これは早期に覚
知しているからかも。

 火災を知ったきっかけと、直後の行動

1:携帯電

話
7%

2:固定電話
4%

3:メール
3%

6:口づて
15%

7:直接自宅で呼び

かけられた
6%

8:その他(教えても

らった)
9%9：火災を見た

4%

10:煙を見た
8%

11:煙の臭いを感じた
1%

13:テレビ
1%

17:安心・安全メール
3%

18:防災行政無線

の放送
13%

19:防災行政無線

の個別受信機
18%

21:その他(自分で

気づいた)
6%

無回答
1%

火災をはじめて知った手段（SA,N=139）

2.9%

5.0%
46.0%

14.4%

10.1%

2.2%

4.3%

2.2%

1.4%

1.4%

7.9%

11.5%

31.7%

0% 20% 40% 60%

1:消火・延焼防止の活動をした

2:避難所・避難場所に避難した

3:火の様子を見ていた

4:火災現場へ向かった

5:自宅へ向かった

6:家財道具などを運び出した

7:家族や知り合いのところに行こうとした

8:テレビやラジオで情報を集めた

9:携帯電話やインターネットで情報を集めた

10:知人や役場に問い合わせをした

11:家族や知人に伝えた

12:何もしなかった

13:その他
火災を知った直後の行動

（MA,N=139）
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糸魚川大火における避難行動調査(速報) ③
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• 自分のいたところを対象とし
た避難勧告を聞いたとの回答
は約46%で、避難勧告も避難
の呼びかけも聞かなかったと
答えている人は約16%

 避難に関する情報を聞いたか、その後何をしたか

46.0%

13.7%

8.6%

15.1%

15.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1:あなたのいた所を対象とした，避難勧

告を聞いた

2:あなたのいた所が対象にはなっていな

かったが，避難勧告を聞いた

3:あなたのいた所が対象かどうかはわか

らなかったが，避難勧告を聞いた

4:避難勧告以外の、避難の呼びかけを聞

いた

5:聞かなかった

避難勧告や避難の呼びかけ

を聞いたか（MA,N=139）

2.7%

30.0%
35.5%

1.8%
11.8%

4.5%

8.2%

2.7%

0.9%

0.0%

7.3%

6.4%

14.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1:消火・延焼防止の活動をした

2:避難所・避難場所に避難した

3:火の様子を見ていた

4:火災現場へ向かった

5:自宅へ向かった

6:家財道具などを運び出した

7:家族や知り合いのところに行こうとした

8:テレビやラジオで情報を集めた

9:携帯電話やインターネットで情報を集めた

10:知人や役場に問い合わせをした

11:家族や知人に伝えた

12:何もしなかった

13:その他避難勧告や避難の呼びかけ

を聞いた後の行動（MA,N=110）

• 避難に関する情報を聞いた
直後の行動は、火の様子を
見ていたが約36%、何もし
なかったが約6%。避難所・
避難場所に行ったは全体で
約30%と低いが、これは地
域によって大きく異なり、
本町は約半数が避難所・避
難場所に行ったと回答して
るが、大町1丁目は0%、大
町2丁目は17%とすごく低い

• 避難勧告や避難の呼びかけ
が出ても、直後に避難して
いないことが分かる。

1:避難しな

かった

33%

2:避難した

60%

無回答

7%

避難したかどうか(SA,N=139)

17人
18人

10人

7人
3人

0人
3人
3人

0人
0人
0人
0人
0人

16人

0 5 10 15 20

1:50m以下

2:50-100m

3:100-150m

4:150-200m

5:200m-250m

6:250m-300m

7:300m-350m

8:350m-400m

9:400m-450m

10:450m-500m

11:500m-550m

12:550m-600m

13:600m以上

14：よくわからなかった

避難しようとしたときに

火はどのくらいまで

近づいていたか（SA,N=84）
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糸魚川大火における避難行動調査(速報) ④
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• 33%が避難していない。

• 避難した理由は、避難
を促された、避難に関
する情報を聞いた、火
災が迫りそうだった、
火が見えた、風が強い
と思った等。火に囲ま
れそうだったからは5%

 避難したかどうか、避難した理由、火災からの距離

19.0%
26.2%

29.8%
22.6%

23.8%
2.4%

15.5%
9.5%

36.9%
32.1%

8.3%
2.4%

15.5%
16.7%

4.8%
23.8%

14.3%
2.4%

8.3%
3.6%

1.2%
2.4%

15.5%

0% 10% 20% 30% 40%

1:煙が見えたから

2:火が見えたから

3:あなたのいた所まで火災が迫りそうだったから

4:その場にいたら危険だとおもったから

5:煙が近づいてきたから

6:熱かったから

7:火災が近づいてきたから

8:周囲の人が逃げていたから

9:避難を促されたから

10:避難勧告を聞いたから

11:避難に関する（避難勧告以外の）情報を聞いたから

12:停電してしまったから

13:火の粉が飛んでいたから

14:飛び火によって出火していたから

15:火に囲まれそうだったから

16:風が強かったから

17:風下にいたから

18:自宅や職場が燃えたから

19:隣の建物が燃えたから

20:過去にこのような場合は避難するべきと学んだこと…

21:過去に火災で避難したことがあるから

22:過去に火災の避難訓練をしたことがあるから

23:その他
避難した理由（MA,N=84）

熊谷ら
(1983)による

酒田大火時
の避難距離

→

• 避難時の火災からの距離
は、わからない＋無回答
を除き、約半数が100m未
満。ぎりぎりまで逃げてない
傾向は、酒田大火と同じ。
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糸魚川大火における避難行動調査(速報) ⑤
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 避難場所やその選定理由、
避難ルートの選定理由

35.7%

21.4%

11.9%

4.8%

1.2%

27.4%

1.2%

6.0%

0.0%

3.6%

4.8%

6.0%

0.0%

10.7%

28.6%

0% 20% 40%

1:十分遠いので安全だと思った

2:風上だった

3:煙の影響を受けない場所だと思った

4:火災との間に広い道路があった

5:広場があった

6:その場所に行くよう促された

7:寒かった

8:風が強かった

9:建物が密集していなかった

10:耐火性の高い建物だった

11:過去に避難する場所として学んだことがあった

12:過去に訓練で避難したことがあった

13:過去に実際に避難したことがあった

14:他の人もそこに避難していた

15:その他

その場所に避難した理由（MA,N=84）

1:糸魚川公民

館

19%

2:市民会館

11%

3:家族・親戚の

家

30%

4:知人宅

3%

5:糸魚川駅

5%

7:ヒスイ王国館

3%

8:その他

21%

9:決めていな

かった

4%

無回答

4%

最初に避難しようとした場所（SA，N=84)

15.5%

13.1%

35.7%

1.2%

29.8%

6.0%

25.0%

15.5%

2.4%

7.1%

1.2%

4.8%

16.7%

0% 20% 40%

1:広い道路だったから

2:風向きを考えたから

3:避難までの最短ルートだったから

4:他の人についていったから

5:いつも使っている道だったから

6:その道を通るよう誘導されたから

7:火災の影響を受けなさそうなルートだったから

8:煙の影響を受けなさそうなルートだったから

9:誰もそのルートを通って避難していなかった…

10:みんながそのルートを通って避難していた…

11:火事を見たかったから

12:消火できるかどうかを見たかったから

13:その他

避難ルートの選定理由（MA,N=84）

• 最初に避難しようとしたところ
は、家族・親戚の家が30%で、
公民館19%、市民会館11%。

• その避難場所を選定した理由は、
遠いので安全だと思ったが約
35%、その場所に行くよう促さ
れたが約27%くらい、風上だっ
たが約21%くらい。

• 避難ルートは最短だから、いつ
も使っている道だからなど
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 避難しなかった理
由やその他活動

52.2%
15.2%

23.9%
10.9%

28.3%
2.2%

6.5%

6.5%

4.3%
2.2%

32.6%

0% 20% 40% 60%

1: 自分のいるところまでは燃え広がらないと思ったから

2:消火できると思ったから

3:いざとなれば逃げられるとおもったから

4:近くに幅の広い道路があったから

5:火災の広がりが遅かったから

6:過去の大火でもここまで燃えなかったから

7:火災の様子を眺めていたから

8:避難場所より今いる場所の方が安全だと思ったから

9:避難の準備をしていたから

10:不用心だから

11:寒かったから

12:歩行などが困難だから

13:家族などに要援護者がいたから

14:人を待っていたから

15:仕事があったから

16:火災に気づかなかったから

17:周囲の人が避難していなかったから

18:携帯電話やインターネットで情報を集めていたから

19:避難したくなかったから

20：避難するという発想がなかった

21:その他
避難しなかった理由

（MA,N=46）

• 避難しなかった理由は、
自分のいるところまで燃
え広がらないと思ったか
らが約半数、火災の様子
を眺めていたから約28%、
いざとなれば逃げられる
と思ったから約24%

• 消火・延焼防止活動や要
援護者の避難誘導は1割
くらいが行っている。

1: 避難行動要

支援者の避難

誘導を行った
11%

2:避難行動要

支援者の避難

誘導を行わな

かった

75%

無回答

14%

避難行動要支援者の避難誘導を行ったかどうか
(SA,N=139)

7.7%
10.5% 8.6% 8.5%

69.2%

78.9% 80.0% 79.7%

23.1%

10.5% 11.4% 11.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

本町 大町1丁目 大町2丁目 郵送

1: 消火や延焼防止を行った
2: 消火や延焼防止を行わなかった
無回答
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調査で分かったこと(延焼に関する自由回答)
糸魚川大火における避難行動調査(速報) ⑦

9住民ヒアリングに基づく数字なので時刻は要確認
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調査で分かったこと(避難に関する自由回答)
糸魚川大火における避難行動調査(速報) ⑧

10住民ヒアリングに基づく数字なので時刻は要確認
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調査で分かったこと(避難に関する自由回答)
糸魚川大火における避難行動調査(速報) ⑨

11住民ヒアリングに基づく数字なので時刻は要確認
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